
 

 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 2021(令和３)年４月５日  

通信 第39号 

●お知らせ - 令和３年度研究支援員制度について- この号の内容 

◆お知らせ 

◆活動報告① 

「イスラム教を知ろう」アンケートより 

◆活動報告② 

  ライフプランセミナー「キャリアを考 

 えよう！」を開催しました 

◆このひとに聞く 上田悦子 講師 

◆お役立ち情報 

  令和３年度室員紹介 

◆つぶやき 

   同性婚訴訟判決 

 

 

 

●活動報告②  - ライフプランセミナー「キャリアを考えよう！」を 
                               開催しました- 

今年度は、対象を教職員にも広げ、鳥取県東部不妊専門相談セン

ター（鳥取県立中央病院）とダイバーキャンパス推進室（鳥取大学）

を結び、meetによるオンラインにて実施、妊娠適齢期、不妊の原因、

産み時とライフプランなど出産そのものに関わる内容をはじめ、介護

と育児のダブルケアや、妊娠・出産・育児期における働くための法律

について話しました。 

 オンラインでの開催は、受講することへのハードルが下がったので

はないでしょうか。受講者は、「妊娠できるようにするための健康管

理や、妊娠適齢期を考えたライフプラン設計など、今からでもできる

事は多いということに気が付いた」と感想を寄せました。 

●活動報告①  - 「イスラム教を知ろう」アンケートより - 

１２月２１日～１月２２日までの１ヵ月間、オンデマンドで開催した「イスラム教を知ろう」は、

学生を含め１８２名（アンケート回答者）が受講しました。 

受講した理由として「報道では一部の過激派ばかりがクローズアップされており、一般のムスリム

を知らないとイスラム教は危険な宗教集団と勘違いをして敬遠してしまいがち」受講した感想として

は「生の声を聴くことができ理解が深まった」「イスラムの約束事を異質に捉える事が無くなった」

など、意識が変わったことがあげられ、留学生に対しては「生活面の支援が必要」「日本人が住みや

すいだけのままではいろんな面で発展につながらない」などキャンパスでの取り組みについての意見

も寄せられました。 

留学生が訴えた学内での食事は、関係者から生協への依頼により第一食堂でのハラルチキンカレー

の提供が行われています。環境を変える、動かすきっかけとなったことを嬉しく思います。 

２月２６日 にライフプランセミナー『キャリアを考えよう！』を 開催しました。 

講師の橋本看護師 

 令和３年度の研究支援員制度については、２月に応募を締切、８

名の採択を行いました。 

       

 

 

 本年度は、応募者多数であったことか

ら、年度途中の募集は行いません。 

 年度中に育休等からの復職、介護等、研

究支援員が必要な事情が生じた場合は、ダ

イバーシティキャンパス推進室までご相談

ください。 



  

  

 
 
★このひとに聞く   上田悦子 さん 医学部 講師 

〒６８０-８５５０  

鳥取市湖山町南４丁目１０１ 

ダイバーシティキャンパス推進室（地域学部棟４階） 

T E L: ０８５７-３１-５７６９ または 内線２１６６ 

F A X: ０８５７-３１-５７９７ 

Email: diversity@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

H   P: https://www.tottori-u.ac.jp/5683.htm  
 

室長：細井 由彦 理事  

専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

検査技術科学専攻の学生を対象とした生化学分野の講義実習のほか、保健学科と生命科学科の合同講

義を担当しています。 

現在の研究テーマは、糖代謝に注目した内因性および外因

性のグルコースや終末糖化産物の分析です。その他にも高校

の先生と連携して、「遺伝」を扱う教育研究とその評価にも

携わっています。 

以前より研究支援員制度があることは知っていましたが、

自分が利用することになるとは思っていませんでした。家族

のライフイベントに転機が生じたことをきっかけとして、

2020年度途中に応募し承認されました。  支援員の方には

データ入力や整理を行っていただいています。何より心に余

裕ができて、そのストレスが軽減されたことが一番大きく、

大変ありがたく思っています。 

今後も皆さんのご協力を得ながら研究活動を進めていきたいと思います。 

★お役立ち情報   -令和３年度室員のご紹介- 
 令和３年度（任期２年間）の室員が決まりました。どうぞよろしくお願いします。 

地域学部              准教授  中  朋美 

医学部               准教授  三好 陽子 

工学部               教授   野上 敏材 

農学部               講師   大﨑久美子 

医学部附属病院           助教   大羽 沢子 

乾燥地研究センター      助教     寺本  宗正 

教育支援・国際交流推進機構  准教授  御舘久里恵 

地域学部          准教授    稲津 秀樹  

学生支援センター            准教授  井上 菜穂 

高校での出前授業  右端が上田さん 

 
 ★つぶやき     ～同性婚訴訟判決～ 

 同性同士の結婚が認められないのは婚姻の事由を保障した憲法に違反するとして、同性カップルが国を訴

えた裁判で、札幌地裁は「法の下の平等」を定めた憲法１４条に違反するとして、初めて違憲判断をしまし

た。自治体が同性カップルを公的に認めるパートナーシップ制度には法的拘束力はなく、同性カップルは法

定相続人になれず、遺族年金の受給ができないなどの不利益があります。家族の在り方が多様化している現

代、平等とは何かを考えてみませんか。 


